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フ
ィ
ル
ム
。
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
で
は、
そ
の
事
業
の一
部
と
し

て、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
芸
術
性
豊
か
な
映
画
を
鑑
質
し
研
究

す
る
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す。
既
に
第一
回
「
ジ
ー
ク
フ
リ

ー
ト」（
独・
一
九
二
四）、
第
二
回
「
ヴ
ア
リ
エ
テ」（
独・
一
九

二
五）、
第
三
回
「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
末
裔」（
仏・
一
九
二
八）、

第
四
回
「
ジ
ゴ
マ
」（
仏・
一
九―
一
）
と
進
み、
今
回
は
こ
の

「
芙
と
力ヘ
の
道」
（
独・
一
九
二
五）
を
と
り
上
げ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た。

同
映
画
の
我
が
国
に
お
け
る
封
切
は、
ド
イ
ツ
で
公
開
さ
れ

た
翌
年
の一
九
二
六
年、
即
ち
大
正
十
五
年一
0
月
二
0
日、

新
宿・
武
蔵
野
館
で
行
わ
れ、
当
時
知
識
層
の
映
画
愛
好
者
の

間
で、
貴
重
な
長
篇
の
実
写
映
画
取
は
学
術
映
画
と
し
て
大
い

に
注
目
さ
れ、
或
は
映
画
美
学
の
上
で、
或
は
体
育
の
観
点
か

ら
種
々
検
討
さ
れ
ま
し
た。

併
し、
何
分
に
も、
男
女
全
裸
の
姿
が
そ
の
ま
ま
画
面
に
現

わ
れ
る
の
で、
当
時
の
内
務
省
検
閲
に
よ
つ
て
切
除
さ
れ
た
部

分
も
少
く
な
く、
そ
の
為、
こ
の
作
品
の
本
来
の
姿
従
つ
て
そ

の
真
価
に
は
接
し
得
な
か
っ
た
撼
み
が
あ
り
ま
し
た。

今
回
の
上
映
に
使
わ
れ
る
プ
リ
ン
ト
は、
幸
に
し
て
殆
ん
ど

原
形
の
ま
ま
で、
長
く
文
部
省
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で、

フ
ィ
ル
ム
の
状
態
も
よ
く、
原
形
で
公
開
さ
れ
る
の
は
初
め
て

と
言
つ
て
も
よ
い
こ
の
機
会
に、
改
め
て
鑑
宜
で
き
る
の
は
ま

こ
と
に
幸
で
す。

美
と
力
ヘ
の
道

全
六
篇

十
巻

原

名

Wege
zu
 Kraft
 und
 Sch
gheit
 

英
語
名

Golden
Road
 to
 Health
 and
 Beauty
 

一
九
二
五
年
独
ウ
フ
ァ
社
文
化
映
画
部
製
作

ー
ス
ク
ッ
フ
||
ー

監
督・・
ヴ
ィ

ご
ル
ム
・
プ
ラ
ー
ゲ
ル

脚
本・
学
術
部
面；．
医
学
博
士
ニ
コ
ラ
ス
・
カ
ウ
フ
マ
ン

「
美
と
力
ヘ
の
道
」

鑑

賞

会

に

つ

い

て

美
術・
学
術
援
助：・
ア
ー
ト
ク
ー
ル
・
カ
ム
プ
教
授、
フ
リ

．
ッ
ツ
・
ク
リ
ム
シ
ュ
教
授、
カ
ー
ル
・
エ
ビ
ン
グ
ハ

ウ
ス
教
授、
ア
ウ
ゲ
ス
ト
・
ギ
ョ
ス
ク
ー
博
士
（
伯

林
古
代
博
物
館
長）

音
楽
（
作
曲・
編
曲）
…
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ペ
ッ
ウ
ニ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ワ
イ
マ
ン、
サ
イ
ゲ
ン
・
ヒ
ル

撮
影・・
フシ

ュ、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ー
ル
マ
ン

高
速
度
撮
影：・
ヤ
コ
ブ
・
シ
ア
ッ
ツ
ォ
ー、
エ
リ
ッ
ヒ
・
ス

テ
ッ
カ
ー
。

第一
篇・
古
代
ギ
リ
シ
ャ
篇

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
体
育
場、
現
代
都
会
の
日
常
生
活、
嘗
て

の
マ
ラ
ソ
ン
名
選
手
ゴ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
グ
老
人
の
日
課、
等。

第
二
篇・
衛
生
体
操
篇

伯
林
ノ
イ
マ
ン
・
ノ
イ
ロ
ー
デ
博
士
考
案
の
「
赤
ん
坊
体

操」、
幼
児
用
体
操．
小
学
児
童
体
操．
ク
ラ
ッ。フ
教
授
式
の
佃

蜀
練
習、
胸
式
及
び
腹
式
深
呼
吸、
模
範
的
肉
体
美、
等。

第
三
篇・
リ
ズ
ム
体
操

ダ
ル
ク
ロ
ー
ヅ
ニ
学
校
の
音
楽
リ
ズ
ム
体
操、
新
舞
踊
家
ニ

ツ
デ
イ
・
イ
ム
・
ペ
ュ
ー
フ
ェ
ン
嬢
の
伸
縮
連
励
芙、
ロ
ー

ヘ
ラ
ン
ド
学
校
の
リ
ズ
ム
体
操、
ア
ン
ナ
・
ヘ
ル
マ
ン
学
校

の
リ
ズ
ム
体
操、
ベ
ス
・
メ
ン
ゼ
ン
ダ
イ
ク
女
史
の
婦
人
身

体
美
法、
等。

第
四
篇・
舞
踊
篇

世
界
各
国
原
始
舞
踊、
石
井
漠、
小
浪
兄
妹
の
新
舞
踊、
カ

ロ
リ
ン
・
ド
リ
バ
女
史
の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ダ
ン
ス、
ラ
ー

バ
ン
学
校
の
舞
踊
「
生
け
る
偶
像」、
ニ
ッ
デ
イ
・
イ
ム
・
ペ

ュ
ー
フ
ェ
ン
の
「
花
の一
生一、
石
井
漠
の
「
囚
人」、
イ
エ
ニ

ィ
・
ハ
ッ
セ
ル
キ
ス
ト
の
「
白
薔
薇」
t

舞
踊
家
ク
マ
ラ
・
カ

ル
サ
ヴ
イ
ナ、
等。

第
五
篇・
連
動
競
技
篇

一
九
二
四
年
オ
リ
ン
ど
ッ
ク、
走
高
飛
の
プ
ラ
ウ
ン
・
パ
ド

内
容



ド
イ
ツ
の
ウ
フ
ァ
は、
第一
次
大
戦
の
時
に
国
策
的
な
必
要

か
ら一
種
の
カ
ル
テ
ル
と
し
て
組
緑
さ
れ
た
全
映
画
協
同
甜
合

?―
ヴ
エ
ル
ズ
ム
・
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ゲ
ゼ
ル
シ

ャ
フ
ト
の
頭
文
字
を
と
っ
た
略
称
で、

第
二
次
世
界
大
戦
の
終

り
と
共
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
が、
そ
の
期
間
に、
規
模
に
お
い

て、
施
設
に
お
い
て、
傘
下
に
集
め
た
製
作
者
や
脚
本
家
や
監

督
や
技
術
者
の
人
材
に
お
い
て、
ま
た
作
品
の
最
や
質
に
お
い

て、
ド
イ
ツ
で
最
大
最
高
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く、
世
界
に

覇
を
と
な
え
た
点
で、
大
き
な
足
跡
を
遺
し
ま
し
た
。

そ
の
ウ
フ
ァ
は
ま
た、
そ
の
文
化
映
画
部
か
ら、
長
年
に
亘

つ
て、
長
篇
短
篇、
多
数
の
文
化
映
画
（
ク
ル
ツ
ー
ル
・
フ
ィ

ル
ム）

を
世
に
送
っ
た
事
に
よ
っ
て、
映
画
史
上
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん。．

後
年
に
は、
ナ
ヂ
・
ド
イ
ツ
の
プ
ロ。ハ
ガ
ン
ダ
映
画
が
増
加

し、
最
後
に
は
そ
れ一
色
に
塗
り
潰
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す

が、
そ
れ
ま
で
は、
純
粋
な
科
学
的
或
は
学
術
的
態
度
で、
自

然
科
学
或
は
人
文
科
学
と
材
を
取
っ
た
作
品
を
次
々
と
発
表

七八、
劇
映
画、
娯
楽
映
画
の
ほ
か
に‘
―
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
確

立
し
た
と
さ
え
言
え
ま
す。
事
実、
世
界
各
国
の
学
術
映
画
は

多
か
れ
少
か
れ、
こ
の
ウ
フ
ァ
の
ク
ル
ツ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
の

影
轡
を
受
け
て
発
逹
し
ま
し
た
。
ま
た、
今
日
わ
が
国
で
一
部

面
を
形
作
っ
て
い
る
「
教
育
映
画一

も、

初
期
に
は、

そ
れ

（
解
説）

ッ
ク、
ハ
ー
ド
ル
の
メ
ー
ヤ
ー、
女
流
世
界
テ
ニ
ス
選
手
権

保
持
者
ヘ
レ
ン
・
ウ
イ
Jv

ス
、
イ
ク
リ
イ
の
名
フ
ェ
ン
シ
ン

ゲ
一
家、
ベ
ー
プ
・
ル
ー
ス、
等。

第
六
篇•
太
陽、
空
気、
水
の
篇

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
角
材
投
げ、
ハ
バ
リ
ヤ
山
地
人
の
朝
化

粧
法、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ル
フ
ォ
ア
卿
の
庭
球、
ロ
イ
ド
・
ジ

ヨ
ー
ジ
の
ゴ
ル
フ、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ィ
皇
太
子
の
ス
キ
ー、
ム

ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
乗
馬、
文
豪
ハ
ウ．フ
ト
マ
ン
夫
妻、
古
代
ロ

ー
マ
貴
婦
人
の
入
浴、
等。

に
よ
っ
て
眼
和
開
か
れ、
刺
戟
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま

す。そ
の
よ
う
な
ウ
フ
ァ
・
ク
ル
ツ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
の
最
初
の

代
表
的
作
品
が、
今
回
上
映
さ
れ
る＇「
芙
と
力
ヘ
の
道」
で

゜そ
し
て、
こ
の
映
画
の
脚
本
を
詣
き、
あ
ら
ゆ
る
学
術
的
な
計

画
と
製
作
を
担
当
し
た
ニ
コ
ラ
ス
・
カ
ウ
フ
マ
ン
博
士
こ
そ、

ず
つ
と
ウ
フ
ァ
文
化
映
画
の
製
作
部
長
の
地
位
に
あ
つ
て、
こ

の
部
門
と
作
品
を
育
て
て
来
た
人
で
す。

内
容
は
前
記
の
通
り
で、
題
名
の
通
り、
人
間
の
肉
体
的
な

美
と
力
を
追
求
し
た
も
の
で
す。
そ
れ
は、
第一
次
世
界
大
戦

後
ド
イ
ツ
に
興
っ
た
裸
体
生
活
迎
動
に
も
通
じ、
国
力
復
興
の

原
動
力
を
健
全
な
肉
体
に
求
め
た
意
図
も
あ
っ
た
で
し
よ
う。

い
づ
れ
に
し
て
も、
こ
の
主
題
に
対
し
て、、
古
今
東
西
に
亘
る

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら、
か
く
も
体
系
的
に
叙
述
し、
解
説
し、

主
張
し
た
映
画
は、
こ
れ
以
前
は
勿
論、
こ
れ
以
後
に
も
見
当

り
ま
せ
ん。

技
術
的
に
言
え
ば、
高
速
度
撮
影
や
X
線
写
真
や
線
画
な
ど

を
用
い
て
実
に
分
り
易
く
描
写
し
説
明
し
て
お
り
ま
す。
ま
た、

実
写
の
中
に、
蘭
映
画
の
技
法
を
採
り
入
れ、
こ
の
年
代
の
頃

に
各
国
で
種
々
論
議
さ
れ
研
究
さ
れ
て
い
た
モ
ン
ク
ー
ジ
ュ
の

手
法
を
巧
み
に
用
い
る
な
ど、
当
時
可
能
で
あ
っ
た
あ
ら
ゆ
る

映
画
的
技
法
と
手
法
を
駆
使
し、
綜
合
し
て、
映
画
全
体
を
ガ

ッ
チ
リ
と
租
み
立
て
て
い
ま
す。

更
に
言
え
ば、
野
外
で、
全
裸
或
は
そ
れ
に
近
い
男
女
の
姿

態
に
対
し
て
真
つ
す
ぐ
カ
メ
ラ
を
向
け
た
多
数
の
画
面
に
も、

正
し
い
科
学
の
眼
と
同
時
に、
高
い
美
の
感
覚
が
看
取
さ
れ

て、
輸
入
さ
れ
た
当
時
そ
れ
ら
が
検
閲
の
鉄
を
蒙
っ
た
の
が
不

思
議
な
ほ
ど
で
す。

後
年
ド
イ
ツ
で
は、
同
じ
く
体
育
を
扱
っ
た
映
画
と
し
て、

一
九
三
六
年
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
競
技
の
記
録
か
ら「
民
族
の
祭
典」

「
美
の
祭
典」
と
い
う
軍
厚
で
芸
術
的
香
り
の
高
い、
更
に
完

成
さ
れ
た
作
品
を
生
ん
で
お
り
ま
す
が、
そ
の
科
学
と
芸
術
の

， 

（
追
記）

結
合
が
こ
の
「
美
と
力
ヘ
の
道」
か
ら
既
に
始
つ
て
い
た
と
い

う
感
慨
が
去
来
し
ま
す。

製
作
さ
れ
て
か
ら
既
に
二
八
年
の
時
代
を
経
過
し
て
い
ま
す

が、
以
上
の
よ
う
な
各
種
の
観
点
か
ら、
そ
の
当
時
こ
の
作
品

が
果
し
た
役
制
を
振
り
返
り、
ま
た
そ
の
後
の
映
画
の
成
長
を

見
守
る
こ
と
は、
実
に
意
義
深
い
と
思
わ
れ
ま
すo.

(、フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
運
営
委
員•
島
時
清
彦）

尚
ウ
フ
ァ
文
化
映
画
で
は、
「
美
と
力
ヘ
の
道」
が
公
開
さ
れ

た
翌
年
の
昭
和
二
年
（一
九
二
七
年）
に
「
宇
宙
の
斑
異」（
原

名
Wur:der
der
 Schop
fung)
が
輸
入
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

第一
篤・
真
理
の
探
求、
第
二
篇・
夜
の
空、

第
三
篇・
昼
の

界、
第
四
篇．．
 月
世
界
へ
の
飛
行、

第
五
篇・
太
陽
の
子
供
の

枇
星、

第
六
篇・
無
限
の
門
に
立
ち
て、
第
七
篇・
天
体
の
進

化
か
ら
成
る
十
二
巻
の
大
作
で、
地
球
の
自
転、
公
転
そ
の
他

天
文
に
関
す
る一
般
知
識
を
説
明
し、
巧
妙
な
特
殊
撮
影
で、

宇
宙
の
神
秘
感
も
あ
る
興
味
深
い、
且
平
易
な
学
術
映
画
で
あ

り
市
し
た
。

ま
た
右
と
前
後
し
て
「
人
類
の
進
化，一
（
原
名
Z
gur
ur:d
 

Liebe)

と
い
う
作
品
も
公
開
さ
れ
た
。
第一
篇・
単
細
胞
動

物
か
ら
哺
乳
類、

第一一
篇・
大
自
然
の
法
則
と
し
て
の
愛
の
本

能、
第
三
篇・
受
精
と
出
蒟、
第
四
篇・
種
族
近
似
の
特
長、

第
五
篇・
人
間
と
猿
か
ら
成
つ
て
い
ま
し
た
。

共
に
ニ
コ
ラ
ス
・・
カ
ウ
フ
マ
ン
開
土
原
案
の
自
然
科
学
映
画

で
あ
り
ま
す`)

そ
の
他
に、「
ス
ク
イ
ナ
ハ
若
返
へ
り
法」
「
水
晶
体
の
動
物」

「
熔
岩
の
熱
河」
一
動
物
の
曲
芸」
一
植
物
の
神
秘」
「
絲
の
放
浪

者」
「
萌
え
出
づ
る
力」
「
池
中
の
慈
異」
「
み
ん
な
泳
げ」
「
赤
ち

ゃ
ん
体
操」
「
夜
の
猛
禽」
「
森
の
動
物
を
覗
く」一
低
温」
「
レ

ン
ト
ゲ
ン
線」「
見
え
な
い
氣
流」
な
ど
が
ウ
フ
ァ
文
化
映
画
の

代
表
的
な
作
品
で
あ
り
ま
す。


